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2 2　救急救命士の指示なし除細動により社会復帰

を果 たした特発性心室細動の 1 例

丸 山 正 則 ・ 本 田 博 之 ・ 石 井 秀 明

政二文明*・藤井正人**・広瀬幹夫**

新潟県立 中央病院麻酔科

同 循環器科
*

上越地域消防事務組合* *

早期除細動 へ の 認識 が高まり, 本年 4 月か ら救

急救命士に包括的指示下,
い わゆる指示 な し除細

動 が認可さ れた . その 直後, 指示な し除神勅 によ

り完全社会復帰を果 た した心肺停止例を経験 した

の で報告する .

症例 は 2 5 歳男で
, 突然倒れ, 救急隊到着時心肺

停止状態 であ っ た が
, 病 着前 3 回の 除神勅 により

心拍再開 した
. 病院到着当初蘇生後脳症 の 様相を

呈 して い た が, 翌 日に は意識回復 し
,

-

カ 月後何

らの 後遺症 もなく退院した . その 後の 精査 で特発

性心室細動 と診断 された
. 指示な し除細動 により

C P A 患 者 の 社会復帰率の 向上が 期待さ れ る
一

方 ,

我 が 国で は初期 調律が V F で あ る こ と は 少 なく ,

V F 比率の 向上が
, 指示 な し除細動 の成績の 鍵を

握 るもの と考えられ る .

Ⅱ 　 特 別 講 演

「産科麻酔の常識を見直す―日米の産科麻酔の

現場から―」

埼玉医科 大学総合医療セ ン タ ー

総合周産期母子医療セ ン タ
ー

周産期麻酔部門

照 井 克 生

第1回新潟クリニカルパスフォーラム

日 時 平成 1 5 年 11 月 28 日 (金)

午後 6 時 - 8 時 40 分

会 場 新潟大学医学部 有壬記念館

2 階 大会議室

一 般 演 題

1　当院におけるクリニカルパスの実施状況

小松原秀一・鈴木ヒロ子・梨本篤

秋山修宏・太田玉紀・大沼明子

田村智子・菅井岳美・池田良美

佐藤恵美子・鏡文江・五十嵐貞子

津野恒子

新潟県立 が ん セ ン タ
ー

新潟病院

ク リ ニ カ ル パ ス 推進委員会

当院で は医療の 質の 向上 と医療プ ロ セ ス の 効率

化を目指 して 1 99 8 年 6 月,
2 種類の C P の 運用を

開始 した
. 199 9 年 5 月 には研究会を C P 推進委員

会が発足 し
,

C P の推進, 分析, 新規 C P の承認作

業を行 っ て き た . 2 003 年 7 月現在 80 種の C P が

あり, 同月実施数 は 3 45 症例で あ っ た . 平均在院

日数は導入前に 27 日 ( 病床利用率9 7 .3 % ) で あ

っ た もの が, 20 03 年7 月 は 14 .5 日と減少した . こ

の 間 ,

一 時下降気味 だ っ た 病 床利 用 率 は 同月

9 6 .5 % と回復 し
, 実質増床, 増収に頁献 して い る .

薬剤管理指導料請求の 件数 が C P に組み 込まれた

後 に増加が 著し い
. C P を契機に その 意義が広く

認識 さ れ た も の で
,

C P の 波及 効果 の 例 で あ る .

各部門 の相互理解が高ま ると と もに, 役割分担が

明確に なりチ
ー ム 医療に貢献 した

. 今後 もな おい

っ そう の C P 推進 を計 る とと もに
, 医療の 質の 更

なる向上 へ の 努力が求め られて い るもの と考えて

い る .


